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本研究では､ ｢環境に配慮した家庭生活への新たな認識を創りあげていく子ども｣をEj指し､

｢家庭生活と生活環境とのつながり｣に着目してカリキュラム改善･授業改善を行ったo

家庭生活は多様な人･もの･ことの働きによって支えられているo　中でも､生活環境との

かかわりから家庭生活をとらえることが､家族の一員としてこれからのよりよい家庭生活を

=夫していくために大切であるo　この｢家庭生活と生活環境とのつながり｣が見出されるた

めに､内容(8)を単元に位置つけることや､生活の仕方をたくさんの視点からとらえ直せ

るようにする働きかけを明らかにしたo　子どもが､環境へ配慮しながら自分と家族の生活の

仕方を選択し､意志決定していく姿を求めたo
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Ⅰ 家庭生活と生活環境とをつなぎ
環境に配慮した家庭生活へ の新たな認識を創りあげる家庭科

1 . 家庭科で求める子 ども

｢創造的な知性を培う｣ 家庭科では ､ 家族の
一

員と して環境に配慮した家庭生活を創ろうと生活の仕

方を工夫する子 どもを求めていく ｡ 様々な環境問題が社会問題として取り上げられるようになり､ 家庭

科でも環境に配慮して生活を営む力を育ててい く必要がある｡ しかし､ こ れまでの実践の ように､ 自

分の家庭生活につ い ての課題を見付け､ 実践的 ･ 体験的な活動を通して課題解決を図っ てい くだけでは､

子どもの視点は自分と家族の家庭生活にとどまっ てしまい ､ 環境に目を向けてい くこ
.
とが難しかっ た｡

そこで ､ 自分の家庭生活が多様な人 ･ もの ･ ことの 働きによ っ て支えられて い る ことを明らかにし､

生活環境と家庭生活の つ ながりに目を向け互 い に影響し合 っ て い る ことを見出すことができるよう

にした い ｡ 自分や家族の 生活の仕方が社会を持続可能にも持続不可能にもして い くと いうこ れまで

持 っ て い なか っ た視点で家庭生活をとらえ直す こと で ､
生活環境との 調和も図りながら生活 して い

こうとする ことができると考えた｡ 子 どもが｢環境に配慮した家庭生活 へ の新たな認識｣ を創りあげ､

自分と家族の家庭生活に合 っ た生活の仕方を選択 ､ 意志決定し工夫する姿を期待した ｡

求める子ども

環境に配慮した家庭生活へ の新たな認識を創りあげる子ども

カリキュ ラム改善

内容(8)を単

科学系教

求める学び

多様な人 ･ もの ･ ことによっ て支えられている自分や家族の 家庭生活と

近隣の人々や生活環境とをつないでいく学び

2 . 環境に配慮した家庭生活 へ の新たな認識を創りあげるカリキ ュ ラム改善の視点

(1) 内容の 関連を図り ､ 内容( 8)を位置づ けたカ リキ ュ ラム

家庭生活の構成要素(家庭生活を支える人･ もの ･ こと) や家族との関わりが実感としてとらえられるように､

子どもの 日常生活との関連や地域の特色を生かした題材で内容の関連を図 っ た単元を構想し年間活動計画に

配列する｡ また､ これからの家庭生活を創る上で､ 大切な視点になる内容(8) ｢ 近隣の人々との生活を考え､ 自

分の家庭生活につ い て環境に配慮した工夫ができるようにする ｡｣ を､ それぞれの単元に位置づけて構想する ｡

(2) 科学系教科との 関連 カ リキュ ラム としての視点

家庭生活の構成要素には､ 自然の事物現象やそれらの性質や規則性､ 様々なエ ネルギ ー

､ 情報や科学技術の

進歩など科学系教科で学ぶもの ･ ことが多く含まれてい る｡ 科学系教科で の学びが家庭科で生かされ､ 生活

.構成要素をより多様にとらえたり家庭生活をより多面的に検討したりすることができると考えてい る｡ また､

家庭科で学んだことを科学系教科でより広い 視野に立ち発展的に学んでいくことができると期待している ｡

時数減(10 時間) は､ 内容(6) ｢住まい方に関心を持っ て､ 身の回りを快適に整える ことができるように

する ｡ イ 身の回りを快適に整えるための 工夫を調べ ､ 気持ちよい住まい方を考える こと｡｣ にあたる｡
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3 . 環境に配慮した家庭生活 へ の新たな認識を創りあげる授業改善の視点

｢感性､ 科学的な感性 ､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を働か せ た学び

学 習 過 程

何気な い毎日の 生活

普段の 生活を振り返る

｢今まで こ ん な生活を

して い たよ｣

拡 張

多様な生活構成要素を見出す

多様な生活構成要素の

生活における役割を明らか にする

｢ あんな生活を した い｣

｢ あんな生活を した ら

も っ とよ さそう｣

感 性

家庭生活を支える

多様な人 ･ もの ･

こ との働きを見出

そうとす る力

科学的な感性

家庭生活と生活環

境と の つ ながりを

見出そうとする力

生活の仕方が環境 に与える影響を明らかにする

家庭生活を支えて い る生活環境の 役害[]が見える

｢ - する には､

0 0 がよさそうだ｣

｢ - すると ､

□□が大変そうだ｣

続 合

科学的な もの の

見方 ･ 考え方

自分 や 家 族 の 家

庭 生 活 を 多面 的
に 見 て 判 断 し よ

うとする力

自分 と家族の 家庭生活に合 っ た生活の 仕方を

選択し､ 意志決定する ｡

｢うちでは - するとよくなりそうだ｣

｢ - だ っ たら私も家でできる｣ 環境に配慮した家庭生活
へ の新たな認識の形成

教師の働きか け

○仲間の 生活を知る話し合

い の組織

○自分の 生活を見直す実習

の 場の 設定

○生活環境 との 関連を示す

資料の提示

○視点を整理する話し合 い

の 組織

○生活環境 との 関連を明ら

かにする ため の 実験や実

習の 場の 設定

○比較する ため に表や グ ラ

フ を作成する場の 設定

○重点づける視点を明らか

にするため の 話し合 い の

組織

○実践計画を立て る活動の

組織

4 . 新 たな評価方法の 開発

○ 生活構成要素や その役割､ 生活をとらえる視点の マ トリ ッ クス ( 二 次元表) を作成する場を

設定し､ 数や種類が増加して い るか ､ 相 互関係をとらえて い るかを評価する ｡

○ 実践計画を作成したり実習 したりす る活動を組織し､ 様々 な生活の 仕方の 中から自分と家族

の 生活に合う生活の 仕方が選択され ､ 理由の ある意志決定が され て い るか評価する ｡
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Ⅱ 実践の概要

第 5 学年 ｢そ う じしてみんな きれい に｣

1 . 家庭生活と生活環境とを つ な い で ､ そうじをとらえ直して い く学び

本単元で は ､ そう じをす る ことで自分や家族の生活をきれ い に し､

一 方で は環境を汚 して しま っ

て い ると いう こと か ら､ そうじする こ とをと らえ直し､ これからの 生活の 中で そうじを どの よう

に行っ て い けばよ い か追求する姿を求め た ｡ そうじは学校生活の 中で も繰り返し行われて い る子

どもたちにと っ て身近な行為で ある ｡ しかし､ そう じが家庭生活におい て心身の健康を支えるた

め に行われて い る ことや ､

一

方で ゴ ミや汚水を出し環境に負荷を与えて い る こ とはとらえられて

い な い ｡

そこ で ､ 清掃後の 気持ちよさを味わっ たり､ 健康が保たれて い る こ とを確かめたり ､ 先人の知

恵や 工夫を調 べ たりして ､ そうじが生活を多様に支えて い る ことを見出し､ そうじへ の 意欲を高

め て い く｡ そ して ､ そうじの仕方を検討する中で ､
ゴ ミや汚水を出して しまうこ とから環境との

つ ながりに目を向けて い く｡ こ の ような学びを通 して ｢環境に配慮 したそうじの仕方 - の 新たな

認識｣ を創りあげ､ 子 どもたちが環境 に負荷を与えな い よう気を つ けながら自分がで きるそうじ

の 仕方を選 び実践して い く ことを願 っ た｡

2 . 単元 の構想

(1) 単元の目標

実習や実験を行い そう じする こ との 気持ちよさを味わ っ たり汚れの 種類や原因を調 べ たりし

て
､ そう じに必要な道具や使 い 方等を明らかに して い く中 で ､ 環境に負荷を与えない よう汚れ

に合 わせ たそうじの仕方を工夫する と ､ 心身の 健康を保 つ 生活の 場が創れる こ とに気づ き ､ 自

分の 担当する そう じ場所や時間を決め ､ 生活環境 へ の負荷を少な

く したそうじの仕方を工夫し計画､ 実践する こ とができる ｡

(2) 追求の構想 ( 7 時間)

1 次 そうじして心も休も健康 に

机をよく見てみ た ら
-

い ろ んな汚れがあっ たよ

l そうじをした ら気持ち い い ｡ 病気の 原因も取り除ける ｡

◎健康の ため にそうじ して気持ちよくなろう

汚れ ､ 場所 一 道具 ､ 服装､ 順番､ や り方 - そうじ

2 次 そう じの仕方を探ろう

汚れ調 べ 道具調 べ

l そう じで ､ ゴ ミや汚水がたくさん出るよ ｡ い い の かな｡ I
資料提示

◎で きるだけ環境を汚さず､ 家や学校がきれ い になるそうじの

仕方を見 つ けよう

そうじの 仕方試し実験 ･ 教室そうじ実習

3 次 わが家のク リ ー ン作戦

◎ 我が家の ク リ ー ン作戟を計画 ･ 実践 しよう
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3 . 授業の 実際

(1) そうじをすると気持ちい い し健康で い られ る

毎日 ､ 目に して い る机をよく見たり触っ たりにお い をかい だりして観察してみた｡ これまで

気づかなか っ た様々な汚れが見つ か っ た ｡ 早速 ､ 見つ けた汚れに合うそうじの 仕方を考え､
一

人 一 人が自分の 机をきれ い にする こ とにした ｡

今まで気づ かなか っ たけ

ど､ け っ こ う汚れ て い る｡

きれい に したい な｡

汚れを見つ ける慎 一 さ ん

消しゴ ム で鉛筆の線や汚 れを消 した後､ さらに残 っ て い る汚れを落とそうと洗剤をつ けたふ

きん で拭 い て 何度も水拭きした慎
一 さんは ､ そうじ後の振り返りを次の ようにノ

ー

トに記述 した｡

すごくすっ きりして ､ やりがいがあ っ た

なと思っ た｡ 鉛筆の跡も落ちて ､ 触るとす

べすべ している｡

でも､ ふきんにつけた洗剤が落ちにくかっ

た ｡ それに､ 床に水がこぼれて いた ｡ 慎 一 さんの ノ ー ト

机の 上をきれ い にした ことで そうじする こ との 気持ちよさを味わ っ た慎
一 さん はそうじする

こ と へ の 意欲を高め て きた ｡ そ して ､
み んなで教室全体の そう じをする こ と に した ｡

教室をよ りきれ い にそうじするた め には汚れに合 っ たそうじの仕方を工夫する こ とが大切 で

あると､ ①教室の 汚れの 様子､ ②汚れに合 わせ たそう

じ道具 の使い 方 を調 べ そうじの 仕方を明らかに して

い く こ とにした｡

する と､ 人が生活する場所はた っ た
一

目でもかなり

汚れ る こ とや ､ ホ コ リ や汚 れをその ままに して おく

造ニ｢ ㌔ と ダニ や カ ビが増え健康を害 して しまうこ と等が ､ 調
軒

㌔
＼

ー

べ た こ とを発表 し合う中で分か っ て きた ｡ そうじはた

だ汚れ をきれ い にする だけで はなく､ 気持ちよ さを感

汚れ調査

じたり健康を保 っ たりする役割がある こ とが分か っ た｡

感性 ｢ 家庭生活を支える多様な人 ･ もの ･ こ との働き

を見出そうとする力｣ を働かせ ､ そう じの 役割を多様

に とらえ直 して きた慎
一 さんは ､ 次の ようにまとめ た ｡

そう じは
一 生懸命にやるとス トレス 発散にな

るし､ 病気にかかれば家族に心配も迷惑もかけ

るから自分の部屋は自分でそうじしたい ｡
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(2) そうじは環境を汚して しまうの ?

次に､ それぞれが調 べ てきたそうじ道具の 使い 方を発表し合う活動を組織した｡

お ばあち ゃ んがティ ッ シ ュ ペ ー

パ ー をぬ ら してばらまくと､
ほ こ

りを立てずにきれい に はきそうじ
ができると教えてくれた｡

ス ポ ン ジに洗剤を つ けてふきそ

うじをすれば､ 床に こ びり つ い た

汚れをきれ い に落とすこ とができ

るよ ｡

い ろ い ろ なそうじの 仕方が発表される 中､ テ ィ ッ

シ ュ ペ ー パ ー

や 洗剤を使うそうじの 仕方が紹介される

と ､｢ お金がかか っ て しまう｡｣ ｢ 無駄遣 い ではな い か ｡｣

｢ かえ っ て ゴ ミがたくさん出る ｡｣ ｢ 水をたくさん使 っ

て しまう｡｣ と い う意見が 出てきた ｡ 仲間の や りと り

を難 しそうな表情で 聞い て い た慎
一

さん は手を挙げて

次の ような意見を発表した ｡

そ

考

て

で

し

下水処理場の処理 は完全で はな い ○ 洗剤 粟

が川や海に流れて い けば魚が死ん で しまうo

環境の た めにも洗剤を使わない方がい い の

では -

○

うじに使う道具を通して ､ そうじと環境を つ ない 皇

え始めて い る姿ととらえ､ 次の よう 硝 科を提示
毒
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資料 : そうじで出る排水の原因別割合

慎
一

さんは環境 に優 しく汚れをし っ かり取 る ことの

で きる洗剤 がほ しい とノ ー トに記述 した ｡ 資料から､

そうじをする こ と は環境に負荷を与える ことで もある

と いうことが は っ きり した子どもたちは ､ 環境に負荷

を与えない そうじの 仕方を工夫しようと話し合 い を続

けた ｡ 慎
一

さん は仲 間が調 べ てきた米の とぎ汁や レ モ

ン汁など洗剤と 同じように汚れを落とす働きを持 っ て

い るもの がある と いう話 に注目 した ｡ そ して ､ 科学的

な感性 ｢ 家庭生活と生活環境との つ なが りを見出そう

とする力｣ を働か せ ､ それらが汚れを落とすこ とが で

きる かどうか試 してみ たい と､ 環境に負荷を与えな い

そうじの 仕方に見通しを持 っ てきた｡
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(3) 洗剤を使わない そうじ は大変

自分が選 んだ環境 に負荷 を与えな い そうじの 仕方

が生活の 中で役立つ か どうか､ それぞれ確かめる た

め に実験 の場を設定した｡ 慎
一

さん は レモ ン汁や米

の とぎ汁で汚れを落とすこ とができるか どうか実験

で明らかにする ことに した｡

実験後､ 慎
一

さんは その結果を以下 の ように表に

記入した｡

米のとぎ汁 レモ ン汁

汚 ◎食べ物の汚れはよく ◎食べ物以外の汚れは

薄れ
ちの
巨i

落ちた 落ちた

△ それ以外はなかなか △油汚れがとれない
フ
｢
⊆=

∠ゝ

【=】 とれない

手間 △ △ 手間がかかる
汚れの跡を見ながら表に記入する慎 一 さん

慎
一 さんが科学的なもの の 見方 ･ 考え方 ｢自分や家族の家庭生活を多面的に見て 判断しようと

する力｣ を働かせ ､ そうじの仕方を環境 へ の 影響や汚れを落とす洗浄力があるか どうかという視

点だけでなく､ 手間がかかるか どうかと いう新たな 整妻
帯
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視点を加えて多面的に検討して い る姿ととらえた ｡

そ こ で ､ それぞれの 実験か ら分か っ た こ とを発表

し合い 表にまとめ る支援を行っ た｡
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一 さん

は さらに多

面的に検討

し､ 環境 に

配慮しつ つ

家族の都合も大事 に した い に手を

挙げる慎 一 さん

もそうじする場所や汚れ に合 わせ たりそうじする人の

都合に合わせ たり してそうじの仕方を選ぶ こ とが大切

だと考えて きた ｡
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(4) 環境 に優しく学校や家をそうじ した い

みんなで行う教室そうじで､ 慎
一 さんは床ふきの 担当を希

望した｡ そうじ計画書には環境の ため に洗剤はできる だけ使わ

ない ようにする ことを明記した｡ そうじの 時､ 両手で ごしごし

と こす っ て水拭きしてもなかなか落ちな い 汚れを見つ けた慎

一 さんは､ 科学的なもの の見方 ･ 考え方を働かせ ､ 汚れや手間､

時間等を分析し､ そうじの仕方を総合的に判断して 選び ､ 意

志決定しようと考えて い た ｡ そして ､ 自分の ぞうきんの 端に

注意深く少量の 洗剤を つ け床の 汚れをこす っ て落として い た ｡

その 姿は ､ そうじで 出る排水によ っ て環境を汚さない ように

しようと いう新たな認識を形成した姿で あるととらえた｡

家庭での クリ
ー ン作戦で慎

一 さん は
､ 自分の 部屋ではなく

家族全員が使うトイ レをそうじ場所に選び計画を立てた ｡ 実

践後の プリ ントには､ ｢今まで気づ かなかっ たけ ど便器の 内側

と外側で は汚れが違っ た｡ 外側は洗剤を使わなくて も水拭きで こす っ てきれい にする ことが できた｡｣

と記述して い た ｡ 環境に配慮した新たな認識を創りあげ､ 家庭生活で実践を続けた慎 一 さんである ｡

Ⅲ 成果と課題
○ 感性を働 かせ ､ 家庭生活のと らえを拡張するた めに

汚れ調査後の 仲間との話 し合 い の 活動 で ､ 慎
一

さん はそうじが健康的な生活に役立 つ 行為 で ある

と広くとらえ直してくる こ とができた｡ 調査活動な ど実習と話 し合 い の 組織は感性を働 かせ る こと

に有効で あっ た ｡ しかし､ 話 し合 い の組織で は ､ 子 どもたちが自分の 生活場面を持ち出してくる こ

とが多く話題を共有する こ とが難 しい 面もあ っ た｡ 共有できる実習の 経験や 同じ生活場面の 設定な

ど話 し合 い の 組織を今後も工 夫する必要 がある ｡

○ 科学的な感性 を働 かせ ､ 生活環境とつ な い だ家庭生活の とらえに絞り込 むため に

家庭生活と生活環境を つ な い で い く時､ 慎 一 さんは魚な ど川や海 に棲む生物 の 生命に 目を向けた ｡

3 年自然科学科で学習した 内容 で ある ｡ 科学的な感性を働か せる こと にカ リキ ュ ラム 改善の 視点で

ある科学系教科と の 連携が重要で ある こ とを示 して い る｡ また ､ 提示する資料は量や 数値で比較で

きる資料が有効で あっ た｡ 実物や演示実験などの 有効性も明らかに した い ｡

○ 科学的なものの見方 ･ 考え方を働かせ､ 続合したとらえからこれからの生活を創り出すために

プリ ント記述 ( マ トリ ッ クス 作成) の 場を設定する こ とは､ 慎 一 さんが実験結果を記 した表の よ

うに分析的に見る ため にも有効で ､ 総合的に判断するためだけに働くの で はな い ことが分か っ た ｡
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